
 

人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す

 

人
権
相
談
・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

②
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

③
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年  

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

【
人
権
週
間
】

　

毎
年
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
世
界
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高

揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
左
記
の
16
項
目
の

強
調
事
項
を
定
め
て
、
全
国
的
に

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

【
人
権
相
談
】

　

生
活
の
中
で
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
悩
ん
だ

り
し
た
場
合
は
、
次
の
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
先

①
常
設
人
権
相
談
所
（
岡
山
地
方

　

法
務
局
備
前
支
局
）

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

〇部落差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇 HIV 感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害はやめよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認

　識を深めよう

※ 12 月 10 日（土）から 16 日（金）は北朝

　鮮人権侵害問題啓発週間です。拉致問題を

　はじめとする北朝鮮当局による人権侵害問

　題への対処が国際社会を挙げて取り組むべ

　き課題とされる中、わたしたちも関心と認

　識を深めていくことが大切です。

第 63回人権週間強調事項

 

無
料
で
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す

 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

エ
イ
ズ
と
は
、
エ
イ
ズ
の
原
因

と
な
る
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）」
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
、
免
疫
機

能
が
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
す
ぐ

に
エ
イ
ズ
を
発
病
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

無
症
状
の
潜
伏
期
間
が
１
、２

年
か
ら
10
年
以
上
続
く
う
ち
に
免

疫
機
能
が
徐
々
に
低
下
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
わ
が
国
に
お
け

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
お
よ
び
エ
イ

ズ
患
者
の
新
規
報
告
数
は
、
１
、

５
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
の
新
規
報
告
者
の
う

ち
、
約
半
数
は
エ
イ
ズ
発
症
後
の

報
告
と
な
っ
て
お
り
、
発
見
の
遅

れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
し
て
も
自
覚
症
状

の
な
い
期
間
が
長
い
た
め
、
自
分

で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
感
染

し
、
さ
ら
に
他
の
人
に
感
染
さ
せ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
で
は
、
毎

月
２
回
定
例
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、こ
の
た
び
12
月
１
日
の「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、

夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
匿
名
、
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
は
検
査
当
日

に
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
る
迅
速

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

検
査
日
に
は
、 

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検

査
、 

梅
毒
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
も
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

で
は
、
電
話
相
談
も
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
独

り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

①
夜
間
検
査

▽
日
時　

12
月
２
日
（
金
）　

午

　

後
４
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分

※
予
約
が
必
要
で
す
。

②
定
例
検
査

▽
日
時　

第
１
・
第
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

備
前
保
健
所
保
健
課

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

　
（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
企

画
展
と
し
て
、「
岡
山
県
指
定
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
認
定
記
念 

虫
明
焼 

黒
井
千
左
作
陶
展
」「
小

林
陽
介
木
彫
展

－

白
と
黒
の
は
ざ

ま

－

」
を
開
催
し
ま
す
。

　

黒
井
千
左
作
陶
展
で
は
、
平
成

23
年
３
月
に
黒
井
千
左
氏
が
岡
山

県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
虫
明
焼

制
作
技
術
の
保
持
者
に
認
定
さ
れ

た
の
を
記
念
し
、
そ
の
作
品
の
う

ち
壺
・
大
皿
・
水
指
・
茶
碗
な
ど

約
35
点
を
展
示
し
紹
介
し
ま
す
。

　

虫
明
焼
と
黒
井
千
左
氏
に
つ
い

て
は
、
本
紙
19
ペ
ー
ジ
の
瀬
戸
内

発
見
伝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

小
林
陽
介
木
彫
展
で
は
、
平
成

19
年
に
第
81
回
国
展
新
人
賞
、
平

成
20
年
に
第
３
回
秀
桜
基
金
賞
受

黒井千左作陶展
小林陽介木彫展

賞
な
ど
、
若
く
し
て
頭
角
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
小
林
陽
介
氏
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。
木
彫
だ
け
で
な

く
壁
面
を
使
う
素
描
を
含
め
、
約

10
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

12
月
１
日
（
木
）
〜
平

　

成
24
年
１
月
９
日
（
月
）

※
休
館
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週

　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
12
月

　
28
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
で
す
。

※
12
月
24
日
（
土
）
は
、
祝
日
の

　

翌
日
で
す
が
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　

以
上
３
０
０
円
、　

中
学
生
以

　

下
無
料

※
観
覧
料
は
、
作
陶
展
と
木
彫
展

　

を
合
わ
せ
た
金
額
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

骨
格
模
型
の
展
示
な
ど

 

ク
リ
ス
マ
ス
に
恐
竜
が
や
っ
て
く
る
！

　　

市
と
瀬
戸
内
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
委
員
会
で
は
、「
ク
リ
ス

マ
ス
に
恐
竜
が
や
っ
て
く
る
！
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
を
会
場

に
、い
ろ
い
ろ
な
恐
竜
の「
頭
」「
胴

体
」「
足
」「
し
っ
ぽ
」
の
骨
格
模

型
を
展
示
す
る
「
ダ
イ
ノ
パ
ー
ツ

ラ
ボ
」（
入
場
無
料
）を
行
う
ほ
か
、

恐
竜
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
と

し
た
本
の
読
み
聞
か
せ
会
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
牛
窓
町
公
民
館
図
書

室
に
、
恐
竜
に
関
す
る
本
を
集
め

た
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

12
月
16
日
（
金
）
〜
25

　
日（
日
）（
19
日（
月
）を
除
く
）

※
期
間
中
の
牛
窓
町
公
民
館
図
書

　

室
の
休
館
日
は
、
12
月
19
日

　
（
月
）、
23
日
（
金
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.

　

lg.jp/ ~m
useum

/gallery.htm
l

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
電
話
や
文
書
、
戸
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
案
内
や
免
除

な
ど
の
申
請
手
続
き
の
案
内
を
、

民
間
事
業
者
へ
委
託
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
に
お
け
る
事
業
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　　　
委
託
事
業
者
が
電
話
に
よ
り
納

付
の
案
内
を
す
る
場
合
は
、
納
付

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
厚
生
労

働
省
（
日
本
年
金
機
構
）
が
発
行

す
る
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
よ

う
依
頼
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
銀
行
の
口
座
番
号

を
指
定
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ

り
保
険
料
の
振
り
込
み
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
委
託
事
業
者
で
あ
る
「
納
付
督

励
員
」
が
訪
問
す
る
場
合
は
、
身

分
証
（
納
付
督
励
員
証
明
書
）
を

提
示
し
ま
す
。
ま
た
納
付
書
を
持
っ

て
い
る
人
に
限
り
、
保
険
料
を
預

か
り
ま
す
。

　
納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
か

ら
、
保
険
料
を
預
か
る
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
民
間
委
託
に
つ
い
て
の

詳
し
い
内
容
は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　

日
本
年
金
機
構

          

　

HP　http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

◎
委
託
事
業
者
名

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
・

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
共
同
企
業
体

※
電
話
と
文
書
の
送
付
は
日
立

　

キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
（
株
）

　

が
、
訪
問
は
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
（
株
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０-

２
１
１-

７
２
５

小林陽介作「月ノイザナイ」


